
 

東京都学校事務職員労働組合（東学） 新宿区西新宿２－８－１ 都庁第２本庁舎３２階

（教育費の保護者負担特集号） ２０２５年５月７日 ＮＯ.７２３ 

子育てを保護者の私的責任とするのではなく、

社会全体で育てるという発想の転換が必要 
物価の急激な高騰や少子化対策として、学校給食費や教材費、修学旅行費などの学校徴

収金の無償化が進められています。子育てを保護者の私的な責任とするのではなく、社会

全体で育てるという発想の転換が必要です。子育てが，女性や若い世代にとって負担とな

らないよう、経済的・社会的に支えていく必要があります。 

義務教育費の保護者負担の無償化 東京都内

自治体では、学校徴収金の無償化か進む 
区・市長によるトップダウンや選挙での公約によって、東京都による２３区への２分の

１補助、市町村への８分の７補助によって、２０２５年１月時点で、都内６２自治体すべ

てで学校給食費の完全無償化が実現しました。国会では、石破首相は、小学校給食費の無

償化について「２０２６年度以降できる限り早期の制度化を目指したい」、中学校給食費

については「可能な限り速やかに実現したい」との画期的な答弁を行っています。最大の

問題は、安定した財源の確保です。安定した財源を確保するためには、最終的には国によ

る全国一律の全額無償化（４，９００億円）を要求し、実現させることが必要です。 

子どもの貧困の解消のため、保護者の経済的格差が子どもの教育格差とならないように

するため、すべての自治体で学校徴収金（給食費のほか教材費や移動教室・修学旅行費な

ど）を全額公費負担とする無償化を実現するべきです。 

義務教育の無償化は、学校給食費の無償化をもって終わりとするのではなく、他の学校

徴収金（教材費、移動教室・修学旅行費、卒業アルバム費など）の無償化も目指していく

べきです。 

荒川区の教材費や移動教室・修学旅行費、卒業アルバム費の無償化。葛飾区の教材費や

移動教室・修学旅行費の無償化。品川区の教材費や修学旅行費、標準服の無償化。墨田区

の移動教室・修学旅行費の無償化。自治体の取り組みを注目しています。 

 

２０２３年東京都「保護者が負担する教育費

調査」の結果を読み解く 
東京都教育委員会の「保護者が負担する教育費調査報告書—学校納付金調査—（令和５

会計年度）」によると、以下の調査結果が出ています。保護者が学校を通じて負担（支

出）する教育費（教材費、学校給食費、遠足・修学旅行代等）を調査したものです。 

 実支出額は、５２２億５，３６３万円。学校徴収金は、４９２億３，７９９万７千円）

構成比９４．２％）。前々会計年度より４６億５５４万３千円（８．６％）減少。 

 国、都、区市町村からの補助金を含めた実支出額は８０８億９１６万３千円。２８５億

５，５５３万３千円が補助金（要保護児童生徒援助費、就学奨励費等）によって賄われま

した。学校徴収金は、７７７億円３，７７０万６千円。 



小中学校の児童・生徒の一人当たりの経費 
 実支出額を児童・生徒一人当たりでは、小学校４２，７４０円（前々年度比１３，７０

５円、２４．３％減）、中学校７３，００５円（７５円、０．１％増）。公的補助金を含

めた場合、小学校７２，０２５円（前々年度比６，０９５円、９．２％増）、中学校１１

３，６６５円（２２，２９６円。２４．１％増）。 

小学校５９．３％、中学校３６．５％は学校

給食費が占めている 公的補助で減少傾向に 
【小学校】児童１人当たりの負担額（公的補助を含まない場合）４０，７７０円。学校給

食２４，１５９円（５９．３％）が最も多く、次いで教科活動費９，２４９円（２２．

７％）、遠足・移動教室４，７０２円（１１．５％）、儀式・学校行事２，５４３円

（６．２％）。前々年度比では、学校給食費が１６，６４７円減少し、合計でも１４，

２７３円減少。学校給食費は、２６，２３４円（５２％）が公的補助を受けています。 

【中学校】生徒１人あたりの負担額（公的補助を含まない場合）７１，１５３円。学校給

食２５，９４２円（３６．５％）が最も多く、次いで修学旅行・遠足費２５，７８４円

（３６．２％）教科活動費１２，８７０円（１８．１％）、儀式・学校行事３，８８７

円（５．５％）。前々年度比では、修学旅行・遠足費等で１２，６７７円増加し、学校

給食費で１３，８８７円減少しています。学校給食費が１６，６４７円減少し、合計で

も１４，２７３円減少。学校給食費は、３０，５８４円（５４％）が公的補助を受けて

います。 

 

文部科学省「子どもの学習費調査」の結果を

読み解く 子どもの教育にはお金がかかる 
文部科学省の「令和５年度子供の学習費調査」の結果によると、以下の調査結果が出て

います。保護者が、１年間、子ども１人当たりの学習費総額は、以下のとおり。 

【公立小学校】３３万６２６５円 

うち学校教育費８１，７５３円（２４．３％）、学校給食費３８，４０５円（１１．

４％）、学校外活動費２１６，１０７円（６４．３％）。 

【私立小学校】１８２万８，１１２円 

 うち学校教育費１，０５４，０８３円（５７．７％）、学校給食費５３，６０１円

（２．９％）、学校外活動費７２０，４２８円（３９．４％）。 

【公立中学校】５４万２，４７５円 

 うち学校教育費１５０，７４７円（２７．８％）、学校給食費３５，６６７円（６．

６％）、学校外活動費３５６，０６１円（６５．６％）。 

【私立中学校】１５６万３５９円 

うち学校教育費１，１２８，０６１円（７２．３％）、学校給食費９，３１７円（０．

６％）、学校外活動費４２２，９８１円（２７．１％）。 

幼稚園から高等学校卒業までの１５年間の学習費総額 

【すべて公立に通った場合】５９６万円 

【幼稚園は私立、小学校・中学校・高等学校は公立に通った場合】６４７万円 

【幼稚園・高等学校は私立、小学校・中学校は公立に通った場合】７７６万円 

【すべて私立に通った場合】１，９７６万円 


